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青
森
県
地
方
史
研
究
の
成
果
と
課
題

、
研
究
開
体
の
活
動
状
況

青
森
県
地
方
史
研
究
の
動
向
に
関
し
て
は
、
既
に
議
田
稔
、
が
吋
日
本
塁
史
阿

部
に
於
て
昭
和
三
十
年
代
を
、
ま
た
『
日
本
史
文
献
年
謙
一
明
乙
於
て
四
十
年

弐
か
ら
五
十
年
代
に
圭
る
研
究
の
歩
み
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
本
山
織
で
は
昭
和

五
十
年
以
後
現
在
に
五
る
研
究
の
成
巣
と
現
状
を
盟
顧
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

木
県
の
主
な
研
究
団
非
と
し
て
辻
、
弘
前
大
学
を
中
心
と
し
た
弘
前
大
学
調

史
研
究
会
が
大
学
に
所
属
す
る
唯
一
の
学
会
と
し
て
機
能
し
て
お
歩
、
民
間
の

郷
土
史
研
究
の
間
体
と
し
て
は
、
弘
前
市
を
中
心
と
す
る
陸
奥
史
談
金
、
青
森

市
の
青
森
郷
土
会
・
後
方
事
蹄
郷
土
会
、
む
つ
市
に
下
北
の
歴
史
と
文
化
を
時

る
会
が
あ
り
、
一
方
全
県
的
江
団
体
に
は
青
森
県
文
化
爵
保
護
協
会
が
あ
る
。

各
間
部
は
機
関
蹄
者
発
行
し
、
そ
の
活
動
は
は
各
々
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

悶
史
研
究
会
泣
本
年
度
第
七

O
号
の
発
行
を
記
念
し
て
、
全
国

ι広
く
論
文
を

募
っ
て
本
県
地
方
史
の
再
換
討
を
企
画
し
、
古
代
よ
り
近
代
に
至
る
広
範
毘
な

問
題
提
起
を
行
な
っ
た
。
な
お
開
会
で
は
数
年
前
よ
り
藩
政
史
研
究
会
を
発
足

さ
せ
、
若
手
研
究
者
に
よ
る
津
軽
藩
を
主
体
と
し
た
研
究
報
告
を
隔
月
は
実
施

し
、
間
蕃
研
究
は
意
欲
的
な
散
り
組
み
合
み
せ
て
い
る
。
青
森
郷
土
会
は
会
誌

匂
う
と
う
い
を
剖
ロ
す
ま
で
刊
行
し
、
ま
た
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
の

3
県
呉

長

谷

川

成

文
化
包
は
山
内
口
す
を
数
え
て
お
れ
ジ
、
名
々
舞
土
研
究
に
充
実
し
た
成
果
を
讃
み
重

ね
て
い
る
。

博
物
館
潤
保
で
辻
、
昭
和
五
十
一
年
に
弘
前
市
立
博
物
詩
が
開
館
し
た
。
開

館
で
は
津
軽
蕃
の
臆
史
資
史
料
を
常
設
の
撰
承
と
し
て
、
英
街
・
工
設
な
ど
議

々
の
持
別
展
を
開
催
し
て
、
市
民
の
社
会
教
育
に
多
大
の
寄
与
会
し
て
い
る
。

ま
た
開
額
以
来
の
蔑
ポ
資
料
在
、
問
問
諒
で
は
原
始
か
ら
近
・
現
代
に
一
州
市
る
薄
軽

史
会
概
観
で
き
る
よ
う
に
編
集
し
て
、
主
臼
で
見
る
滞
軽
の
露
史
』
〈
沼
日
〉
会

刊
行
し
た
。
揚
載
の
各
国
版
に
は
詳
細
な
説
明
が
付
さ
れ
て
お
れ
ノ
、
若
干
の
不

鮮
明
な
写
真
に
は
多
少
の
不
満
が
残
る
に
し
て
も
、
プ
知
と
美
の
調
和
」
を
運

営
の
基
調
と
し
て
活
動
し
て
き
た
同
館
の
精
進
の
結
品
と
し
て
、
広
く
県
内
外

で
好
評
を
博
し
た
。
間
接
の
他
は
、
披
露
家
棟
方
志
功
を
記
念
し
て
仲
げ
ら
れ
た

ン
タ

i
の
投
立
も
あ
り
、
美
術
・

の
刊
行

本

県

の

通

史

と

し

て

は

、

…

の

品
〉
の
刊
行
後
、
五
十
年
代
に
入
っ
て
荒
井
清
明
一

新
社
、
認
…
む
が
上
梓
さ
れ
た
。

(
山
川
州
出
按
社
、
昭

常
用
史

I
h
ハ
北
方

い
本
果
の
古
代
・
中
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世
史
を
よ
く
ま
と
め
て
平
易
に
域
説
し
て
お
り
、
続
刊
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た

諸
説
審
と
し
て
は
、
豊
畠
武
嬬

2
泉
北
の
歴
史
込
下
巻
ハ
古
川
弘
文
藤
、
昭
門
別
〉

が
維
新
期
よ
り
ノ
現
代
に
一
企
る
政
治
過
稜
を
各
章
で
論
述
し
て
い
る
。
さ
て
五
十

年
代
に
於
げ
る
刊
行
通
史
の
特
徴
は
、
宮
喝
の
先
述
書
を
踏
ま
え
て
、
個
々
の

調
態
の
明
確
化
と
、
従
来
の
研
究
成
果
を
集
約
し
た
研
究
入
門
が
企
画
さ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
宮
縄
自
身
も

2
宵
森
県
の
饗
史
と
文
何
回
〈
津
軽
餐
薦
、
詔
や
む

に
於
て
、
中
世
安
東
氏
や
津
軽
キ
リ
シ
タ
ン
の
問
題
を
揺
れ
ツ
下
げ
、
本
東
近
代

文
化
論
の
接
関
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
関
史
研
究
会
が
創
立
二
十
期
年
記
念

と
し
て
上
梓
し
た
『
津
軽
史
事
典
』
〈
名
著
出
接
、
昭
防
品
〉
は
、
津
軽
史
研
究
の
基

礎
デ

i
タ
を
集
約
し
た
本
詩
的
な
研
究
入
門
で
あ
虫
、
本
換
の
史
学
研
究
に
学

識
的
基
礎
を
与
え
た
点
で
評
価
さ
れ
る
。
他
に
小
館
衷
三
ぷ
郷
土
史
事
典
背

姦
県
』
ハ
島
平
社
、
昭
悦
〉
は
、
辞
典
と
し
て
も
活
用
可
龍
な
点
が
使
科
で
あ
る
。

南
部
方
面
で
は
、
西
品
約
嘉
匂
八
戸
の
露
史
b

ハ
伊
吉
議
院
、
昭
U
A

〉
、
が
著
者
の
ユ

一一
i
ク
江
史
観
に
基
づ
い
て
叙
述
さ
れ
て
お
口
、
示
唆
に
ゆ
践
む
入
戸
通
史
と
し

て
新
撤
回
妓
な
が
ら
確
か
な
平
忠
え
を
感
じ
さ
せ
た
。
こ
の
他
、
特
殊
な
分
野
で

は
松
木
明
・
現
知
吋
繰
津
軽
の
殴
史
b

(

津
軽
藤
一
民
、
詔
日
刊
山
上
笠
介
句
津
軽

の
箆
鍛
』
(
向
、
昭
出
)
が
あ
夢
、
従
来
の
史
学
で
は
余
り
顧
惑
さ
れ
な
か
っ

た
分
野
は
も
、
関
心
が
拡
大
さ
れ
て
き
た
事
は
喜
ば
し
い
。

四
十
年
代
は
全
国
的
に
前
町
村
史
刊
行
の
ブ

l
ム
の
様
相
を
鼓
し
て
い
た

が
、
五
十
年
代
に
入
っ
て
も
本
県
で
は
引
き
続
き
活
発
な
刊
行
、
が
行
な
わ
れ
た
。

当
期
の
顕
著
な
特
徴
と
し
て
は
、
本
県
の
三
大
都
市
〈
青
森
・
λ
戸
・
弘
前
〉
以

外
の
市
町
村
で
編
纂
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
、
通
史
編
の
繕
纂
と
共
に
史
料
編

や
年
濃
な
ど
、
地
味
な
編
纂
活
動
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
の
ニ
点
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
一
殻
的
な
史
誌
と
し
て
は
、
ァ
沼
木
郷
土
史
ゐ
〈
昭
泣
〉
、
略
核
榔
町
誌
b

〈培

認
可
勾
平
内
町
史
ω
上
・
下
〈
踏
臼
〉
、
『
鶴
田
町
誌
』
上
・
下
(
昭
日
刊
〉
、
コ
ニ
一
戸
町

通
史
』
〈
昭
悦
〉
、
『
奈
田
村
誌
』
上
ハ
昭
臼
〉
の
刊
一
行
が
あ
っ
た
。
資
料
一
婦
で
は
、

司
市
浦
村
史
資
料
繰
』
上
・
中
・
下
(
昭
詩
、
t
泣
〉
、
コ
浪
鴎
町
史
・

1
・

2
(
詔
品
、
tmw)、
吋
十
和
田
事
史
・
史
料
編
b

ハ
昭
号
、
『
讃
浜
町
誌
資
制
抑
持
社

編
ら

1

(
怒
認
可
勾
八
一
戸
市
史
・
史
料
編
い
近
世
8
〈
詔
一
∞
〉
が
あ
る
。
弓
市
浦

村
史
』
の
、
東
日
流
外
一
一
一
郡
一
誌
か
ら
山
内
村
関
謀
部
分
を
抽
出
し
た
努
力
は
多
と

す
る
も
の
の
、
問
題
の
多
い
史
料
だ
け
に
史
料
批
判
と
学
領
的
に
高
度
、
な
解
離

が
欲
し
か
っ
た
。
な
お
竺
八
戸
市
中

r
史
料
舗
の
怠
の
長
い
刊
行
辻
、
本
県

近
世
史
評
究
に
稗
益
す
る
所
が
大
で
あ
る
。
年
表
の
繰
纂
に
辻
、
句
野
辺
地
町

榔
土
史
年
表
お
(
昭
出
〉
、
吋
五
所
川
原
市
史
年
表
い
〈
沼
ぢ
、

3
r北
近
e

現
代
史

略
年
瀧
』
(
詔
田
川

24同
義
市
議
会
史
・
別
巻
年
表
b

〈
昭
弘
〉
な
ど
が
あ
れ
ノ
、
通

史
一
橋
で
は
論
及
で
き
な
か
っ
た
史
実
を
絹
羅
し
て
い
る
。
ま
た
教
青
史
の
分
野

で
は
学
校
史
の
絹
纂
が
盛
行
し
て
お

9
、
立
か
で
も
匂
弘
前
市
教
背
史
』
上
・

下
・
郡
山
容
i
年
表
・
索
引
等
(
昭
m
w
J
M
〉
は
、
本
県
近
代
教
脊
史
の
研
究
水
準

を
新
た
な
高
み
に
押
し
上
げ
た
も
の
と
し
て
評
揺
さ
れ
よ
う
。

史
料
集
の
刊
行
で
は
、
永
訳
得
布
鍔
門
の
円
津
軽
史
』

5

j
凶
(
み
ち
の
く

京
審
特
輯
号
、
昭
印
J
出
)
が
、
津
軽
藩
々
庁
日
記
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
ま
と
め
て

警
き
抜
い
た
史
料
集
と
し
て
利
用
用
価
催
は
高
い
も
の
の
、
句
読
点
の
位
置
な
ど

校
訂
民
若
干
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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匂
考
古
学
考
古
遺
跡
の
所
在
に
蕊
ま
れ
て
い
る
本
県
の
発
端
調
査
は
、
青
森

県
教
育
接
員
会
お
よ
び
青
森
東
郷
土
館
な
ど
の
機
関
に
よ
っ
て
数
多
く
実
施
さ

れ
て
き
た
。
県
教
委
の
発
掘
は
、
東
北
綬
貫
自
動
車
道
工
事

-
b
つ
小
川
川
県
間
開

発
工
事
e

パ
イ
パ
ス
工
事
・
工
業
団
地
造
成
・
運
動
公
間
建
設
・
原
子
力
発
電

所
連
設
な
ど
、
開
発
に
触
発
さ
れ
た
緊
急
環
査
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
果
は
♂
宵

森
県
域
議
文
信
財
調
査
報
告
書
お
と
し
て
結
実
し
、

mw
集
ま
で
の
刊
行
を
み
て

い
る
。
議
査
実
績
の
最
も
多
い
東
北
縦
貫
告
動
車
道
工
事
関
係
で
辻
、
鳥
講
山

・
三
内
・
諌
常
平
・
高
館
・
蒋
黒
一
市
了
杉
り
沢
・
松
元
・
大
平
・
砂
沢
平
・
碇

ケ
関
古
語
な
ど
、
五
十
年
度
以
降
誌
冊
余
の
調
査
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。



な
か
で
も
、
最
近
発
掘
さ
れ
た
碇
ケ
関
村
大
重
遺
跡
で
、
縄
文

の
墓
制
を
知
る
上
で
麓
擦
で
あ
り
d

、
ま
た
問
所
か
ら
文
化
漬
物
と
し
て
岩
版
・

岩
偶
・
諌
挺
石
な
ど
組
問
す
べ
き
出
土
品
の
発
壌
が
あ
っ
た
。
ま
た
関
村
の
吉

館
遺
跡
で
大
議
拡
出
土
し
た
擦
文
土
器
は
、
同
土
器
の
繕
年
確
立
に
寄
与
す
る

も
の
と
し
て
誼
目
さ
れ
た
。
こ
の
能
、
青
森
市
近
野
遺
罫
で
は
縄
文
遺
跡
の
廷

か
平
安
時
代
の
大
集
落
誌
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
縄
文
・
平
安
・

中
設
董
護
遺
跡
の
発
揺
が
相
つ
い
で
い
る
。
今
後
、
盤
機
遺
跡
の
謂
査
に
際
し

て
は
、
方
法
論
の
相
識
を
乗
れ
y

越
え
た
、
考
在
学
と
麗
史
学
の
効
率
的
な
協
力

体
制
の
掛
立
が
課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

県
立
郷
土
館
で
は
開
館
以
来
五

mm
の
『
調
査
研
究
年
報
戸
在
刊
行
し
て
、
各

方
加
の
調
査
結
果
を
公
表
し
て
き
た
。
考
古
部
門
で
は
、
持
軽
半
島
の
字
数
遺

跡
、
東
津
軽
郡
蟹
田
町
大
平
山
遺
跡
主
ど
を
麓
点
的
に
発
諒
し
て
、
報
告
を
鵠

次
年
報
に
掲
載
し
て
い
る
。
同
館
の
一
品
宅
撤
品
は
「
西
害
軽
郡
深
浦
町
笹
山
裳
野

豆
遺
跡
の
出
土
土
器
に
つ
い
て
」
匂
年
報
知

1γ
「
円
筒
土
器
の
再
検
討
」
(
陪

3
〉
愛
、
同
じ
く
鈴
木
克
彦
は

J
桁
版
・
土
震
の
研
究
序
説
い
〈
部
門
5
〉
・
「
青

森
県
階
上
村
出
土
の
動
物
形
土
器
」
(
『
考
吉
学
ジ
ャ
i
ナ
ル
h
M
〉
を
発
表
し
て

い
る
。
右
の
諾
氏
の
他
に
、
開
場
う
と
う
』
『
う
そ
り
』

文
化
』
『
考
富
農
土
記
ら
の
各
誌
に
、

る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

か
つ
協
力
参
加

し
て
き
た
村
越
潔
は
、
(
雄
山
問
、
昭
必
〉
に
喜
三
の
研
究
成

果
を
ま
と
め
、
続
い
て
務
褒
審
『
原
始
時
代
b

〈
北
方
新
社
、
昭
部
〉
を
上
梓
し

た
。
後
者
辻
本
熟
考
古
学
の
成
果
と
現
状
を
要
額
よ
く
概
説
し
て
あ
れ
ソ
、
ま
た

考
古
学
に
撰
心
を
抱
く
者
の
入
門
事
引
書
と
し
て
の
領
笹
も
具
備
し
て
い
る
c

古
代
・
中
曽
馬
知
の
ご
と
く
東
北
地
方
で
も
特
見
本
間
燃
は
古
代
・
中
世
罷

謡
史
料
の
僅
少
な
地
域
で
、
当
該
時
類
の
研
究
に
は
昨
常
な
国
難
を
伴
う
。
し

か
し
近
年
、
従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
担
沼
野
と
方
法
論
を
駆
箆
し
て
、
問
題
に

対
処
す
る
研
究
が
現
わ
れ
始
め
、
本
県
古
代
・
中
世
史
に
大
き
な
潜
践
を
も
た

ら
す
も
の
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
古
代
史
に
於
て
は
、
新
野
草
吉

「
定
代
史
上
の
害
軽
」
(
『
国
史
研
党
』
き
と
川
副
武
見
勺
綾
部
方
国
考
ニ
題
L

〈
部
内
〉
の
ご
論
文
が
あ
る
。
新
野
は
捧
令
国
家
体
制
下
に
於
け
る
津
軽
地
方
の

政
治
的
生
置
づ
け
を
綿
密
に
行
な
い
、
川
副
は
古
代
史
料
に
表
現
さ
れ
る
み
ち

の
く
の
窺
念
を
丹
念
に
整
理
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
労
作
で
あ
る
。

中
世
史
で
は
、
近
年
歴
史
考
古
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
同
期
選
跨
の
発
掘
か

ら
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
青
義
市
況
八
館
の
発
握
は
、

議
附
査
研
究
年
報
ら

3
1
6
に
詳
籍
な
報
告
が
寄
せ
ら
れ
、
中
国
陶
磁
の
発
見

に
よ
り
東
北
北
端
の
中
世
薮
族
の
勢
力
と
瀦
業
活
動
の
一
端
が
明
織
に
さ
れ

た
。
同
遺
跡
に
関
し
て
は
、
右
の
他
に
岩
本
義
誰
「
青
森
事
尻
八
館
の
発
担
議

査
」
(
『
考
書
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
出
〉
、
…
…
…
上
次
男
「
津
軽
・
下
北
半
島
の
中
国
陶
践

と
中
世
の
東
北
」
(
『
日
本
経
史
い
悩
〉
が
あ
る
。
な
お
郷
土
舘
で
は
、
県
内
の
中

枇
板
碑
の
一
所
在
調
査
を
開
始
し
た
と
聞
く
が
、
議
欝
破
壊
が
急
激
に
進
有
し
て

い
る
昨
今
、
こ
の
よ
う
な
事
業
、
が
諸
方
問
へ
更
に
拡
大
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
発
掘
が
継
続
中
の
浪
岡
城
跡
託
つ
い
て
は
、
句
史
欝
浪
嗣
城
跡
h

〈諮お)、

3
設
問
城
跡
立
与
〈
昭
一
志
が
刊
行
さ
れ
、
永
禄
日
記
や
津
軽
一
一
統
志
な
ど
の
文

献
で
し
か
知
り
得
な
か
っ
た
中
世
北
畠
氏
の
居
城
が
次
第

ι明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
。
中
世
城
跡
の
発
掘
報
告
書
は
他
に
、
議
沢
帯
長
勺
史
勝
投
域
跡
発
拙
調

査
概
報
い
(
『
京
典
文
化
』
川
崎
)
、
今
井
二
一
一
一
夫
コ
議
越
域
の
発
掘
」
完
控
史
手
帖
』

5
1
4
〉
が
あ
る
。

福
岡
以
久
生
品
嘉
元
鐘
』
に
つ
い
て
」
(
『
国
史
顎
究

h
m〉
、
高
橋
富
接
「
日

本
中
央
と
日
之
本
将
軍
」
ハ
同
〉
は
、
文
款
を
駆
使
し
た
中
世
史
の
本
格
的
論
文

で
あ
る
。
福
田
は
長
勝
寺
嘉
一
元
鐘
の
伝
来
と
刻
名
人
名
に
検
討
を
加
え
、
し
か

も
集
吉
十
種
の
銘
文
と
照
合
し
て
現
在
の
封
蕗
と
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
ま
た
高
橋
は
安
東
氏
の
日
之
本
将
躍
の
呑
号
が
、
実
は
中
散
に
於
け
る
奥

羽
に
対
す
る
特
殊
な
政
治
的
地
確
観
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
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し
、
右
の
二
論
文
は
本
県
の
中
世
史
研
究
に
多
大
の
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の

他
、
中
世
史
の
論
稿
と
し
て
は
森
勇
男
「
本
県
に
お
け
る
藤
原
藤
一
員
解
L

Q
東

奥
丈
記
恥
訂
〉
、
葛
西
善
一
「
北
自
閉
鎖
戒
に
つ
い
て
」
ハ
同
部
可
肴
倉
弥
入
「
安
東

水
軍
に
つ
い
て
い
ハ
マ
う
と
う
』
制
J
部
〉
が
あ
る
。
肴
倉
の
論
考
は
、
主
巾
捕
村

史
与
を
使
用
し
て
安
東
氏
と
そ
の
海
上
活
動
を
活
柑
令
し
て
い
る
が
、
史
料
批
判

の
手
続
き
を
全
く
欠
如
し
て
い
る
点
が
悔
や
ま
れ
る
。

近
世
議
政
史
の
分
野
で
は
、
津
軽
氏
が
膏
部
氏
と
対
試
し
う
る
領
冨
を
実

質
的
に
形
成
し
て
い
く
過
程
を
さ
ぐ
っ
た
、
荒
井
清
明
「
津
軽
滞
の
成
立
L

q
歴
史
手
詰
』

5
1
3
〉
が
成
立
期
の
論
議
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
碓
立
期
で
は
、

誕
来
の
小
知
行
派
立
か
ら
御
職
派
立
へ
と
い
う
属
関
位
諺
正
を
加
え
た
浪
川
健

治
「
議
政
確
立
期
に
お
け
る
新
器
開
発
の
展
開
L

Q
昌
史
研
究
h
U
〉
が
あ
る
。

ま
た
浪
川
に
は
、
元
禄
八
年
凱
鎮
を
中
期
藩
教
へ
の
転
回
点
と
し
て
意
味
づ
け

た
「
津
軽
藩
教
の
展
開
と
飢
謹
L
q陸
史
b
m
O
が
あ
る
。
中
期
以
降
の
務
教

の
動
向
、
と
り
わ
け
藩
政
改
革
に
関
す
る
論
稿
は
、
強
念
な
が
ら
近
年
殆
ど
見

ら
れ
な
い
。
寛
政
以
鋒
の
藩
政

ι大
き
な
影
響
を
与
え
た
北
方
瞥
備
を
扱
っ
た

も
の
に
、
鳴
擁
健
太
郎
勺
田
名
部
吋
閣
に
関
わ
る
上
地
事
件
と
そ
の
後
の
北
方
警

備
」
ハ
『
う
と
う
』
部
〉
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
北
方
審
議
の
実
態
や
特
畿
も
含
め
、

泣
故
金
期
間
に
わ
た
っ
て
津
軽
藩
に
賦
課
さ
れ
た
公
役
を
整
理
し
、
そ
の
特
質

を
手
毘
く
輪
じ
た
も
の
に
、
長
谷
川
内
成
一
「
北
方
近
壌
藩
研
究
序
説
」
(
『
国
史
研

究
』
槌
・
切
合
併
併
号
〉
が
あ
る
。

基
礎
講
造
の
分
野
は
、
現
在
地
方
史
料
の
系
統
的
蒐
集
が
急
が
れ
て
い
る
段

階
で
あ
る
が
、
盛
岡
稔
匂
近
世
管
蘇
県
農
畏
の
生
活
史
お
ハ
膏
蘇
県
図
書
館
協
会
、

昭
訂
〉
は
、
農
民
生
産
力
や
名
子
制
度
な
ど
、
経
詩
史
的
観
点
か
ら
多
方
面
に

わ
た
っ
て
農
民
の
生
器
実
態
を
追
求
し
た
も
の
で
、
現
在
な
お
記
傘
静
的
意
義

を
も
っ
。
こ
の
誌
か
、
権
岸
諸
件
引
の
数
量
的
把
鎧
安
行
な
っ
た
工
藤
臨
関
川
「
』
良

事
検
地
帳
に
み
る
弘
前
滞
の
措
層
帯
成
」
ハ
『
幕
議
融
か
ら
近
代
へ
』
柏
書
一
層
〉
、
獣

害
に
よ
る
大
一
旦
生
産
の
危
機
を
扱
っ
た
西
狩
嘉
「
南
部
地
方

ιお
け
る
近
註
知

作
の
諸
問
題
L
q歴
史
手
枯
で
む

i
9〉
が
あ
る
。
ま
た
、
鳴
海
鰭
太
郎
ブ
江
戸

時
代
に
お
け
る
節
名
部
通
一
撲
の
史
的
展
開
い
完
青
森
県
ー
そ
の
腎
史
と
経
詩
i
h

昭
日
〉
は
、
田
名
部
活
に
お
け
る
八
件
の
苔
紘
一
械
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
盟
件
は
、
青
木
紅
一
一
『
百
姓
一
撲
総
合
年
表
」
ハ
一
一
二
番
一
腕
、
昭
法
制
)
に
宋
収

録
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
港
湾
・
諸
産
業
に
関
す
る
論
稿
・
を
と
り
あ
げ
る
。
深
浦
議
へ
の
入
船

の
分
析
か
ら
、
そ
の
権
溜
史
上
記
お
け
る
位
震
づ
け
を
試
み
た
、
工
藤
暁
男

「
津
軽
深
詩
壌
と
幕
末
に
お
け
る
姻
船
の
入
津
状
況
」
令
指
事
史
研
究
』

mm
〉、

六
回
に
わ
た
る
鎖
港
令
に
よ
っ
て
、
中
世
以
来
の
油
川
港
、
が
、
そ
の
地
位
を
青

森
港
に
諮
る
に
車
っ
た
背
景
を
検
討
し
た
、
木
村
慎
一
寸
近
世
油
川
諮
封
鎖
と

青
森
港

H
l同
」
ハ
均
一
然
英
文
化
b

必
J
認
可
酒
造
業
者
の
経
営
内
容
記
詳
細
に
分

析
し
た
盛
田
稔
「
江
戸
時
代
南
部
額
一
活
造
業
者
の
実
体
に
つ
い
て

L
qう
と

う
お
お
〉
、
天
明
期
の
鰐
持
を
中
心
に
そ
の
流
通
ル

i
ト
を
明
ら
か

ιし
た
、
武

宙
皇
子
「
八
一
戸
護
政
期
漁
業
に
つ
い
て
い
匂
東
英
文
化
』
羽
)
。
こ
の
ほ
か
、
斎

藤
彰
「
津
軽
塗
の
創
始
に
つ
い
て
の
研
究
い
ハ
弘
大
教
育
学
部
、
時
日
〉
、
永
峰
文

閣
内
「
野
辺
地
地
方
材
木
輸
出
は
つ
い
て
」
令
東
典
文
化
知
総
可
向
「
野
辺
地
撲

の
商
業
活
動
圏
に
つ
い
て
」
〈
同
訂
〉
江
ど
が
あ
る
。

法
謡
史
の
分
野
で
辻
、
「
藩
庁
日
記
ら
な
ど
か
ら
の
、
判
例
の
丹
本
な
抽
出

・
分
析
が
轍
密
な
考
誌
を
生
み
、
地
道
な
蓄
積
を
鏡
け
て
い
る
。
山
弘
前
滞
の
法

制
史
研
究
は
、
肴
倉
弥
八
に
よ
る
税
法
・
林
法
・
船
法
等
の
研
究
か
ら
、
蝦
名

護
一
に
よ
っ
て
荊
法
を
中
心
と
し
た
も
の
に
移
行
ノ
、
近
年
は
、
接
名
の
基
礎
的

業
績
を
肱
阻
ま
え
て
、
黒
滝
十
二
郎
が
、
知
設
の
実
態
を
一
連
の
論
稿
に
お
い
て

追
求
し
て
い
る
。
主
な
も
の
に
、
弘
前
議
最
初
の
刑
法
泉
吋
御
刑
罰
欝
定
お

q
紫
、
永
律
」
)
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
の
背
景
・
慣
留
法
的
性
格
・
適
用
の
実
憾

に
追
っ
た
「
安
、
永
期
の
津
軽
藩
刑
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
L
q盟
史
学
』
釘
〉
、

弘
前
審
の
牢
離
と
接
患
の
基
本
的
事
項
、
性
格
を
顎
ら
か
に
し
た
勺
捧
軽
藩
の

牢
屋
に
つ
い
て
い
令
国
史
研
究
b

n

出

・

部

川

の

成

立

議

程

を

務

体

制

部
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の
弛
緩
引
き
締
め
、
身
分
秩
~
序
維
持
策
の
中
で
設
及
し
た
ご
鮮
刑
罰

榔
窓
」
の
成
立
に
請
す
る
碁
礎
的
考
察
い
令
青
森
県
i
そ
の
謹
史
と
経
消
l
己

な

ど
が
あ
る
。
今
後
は
、
運
用
の
実
捺
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
党
政
需
」

勺
文
化
律
」
と
舟
罰
規
定
が
整
情
さ
れ
て
い
く
中
で
次
第
に
幕
府
法
に
接
近
開

化
し
て
い
く
現
象
を
、
藩
政
の
流
れ
の
中
で
ど
う
解
釈
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
ろ
う
。
他

ι刑
法
関
係
で
は
、
工
藤
睦
男
「
禅
軽
鎮
扉
風
出
に
お
け
る
盗
債

者
の
処
分
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
包
弘
大
教
育
学
部
記
.
喪
』
部
)
が
あ
る
。
な
お
、

京
都
大
学
日
本
法
史
研
究
会
編
コ
潜
法
史
料
集
成
主
創
文
社
、
昭
さ
に
は
、
弘

前
藩
立
御
用
法
牒
』
(
「
寛
設
律
U
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

八
一
戸
蕃
の
法
制
史
研
究
は
、
工
藤
祐
董
に
よ
っ
て
綿
密
な
実
証
作
業
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。
氏
に
は
、
八
一
戸
藩
々
法
を
武
士
家
族
法
に
設
定
し
な
が
ら
、
そ

の
家
経
団
続
制
手
段
と
し
て
の
性
格
と
、
幕
府
法
へ
の
接
近
間
化
宏
指
擁
し
た

「
八
一
戸
藷
武
士
家
族
法
」
令
醤
史
研
究
句
作
∞
)
、
失
火
の
漂
わ
刑
訴
事
備
を
紹
介
・

整
理
し
た
コ
八
一
戸
藩
加
法
L

ハ
八
一
戸
工
業
高
等
専
門
学
校
刊
記
要
』
日
〉
、
八
戸
藩
支

配
機
構
の
議
要
と
家
院
の
措
層
講
成
を
明
ら
か
立
し
た
コ
八
一
戸
藩
職
制
に
つ
い

て
の
一
考
察
」
令
東
呉
文
化
h

印
〉
が
あ
る
。

安
藤
議
益
研
究
は
、
近
年
秋
問
県
大
館
前
ニ
井
出
で
の
新
資
料
の
発
見
な
ど

も
あ
ヲ
、
県
内
外
を
問
わ
ず
活
発
な
分
野
で
あ
る
。
戸
大
館
市
史
』
第
ニ
巻
ハ
昭

臼
〉
は
、
コ
一
井
田
村
と
昌
益
」
と
題
し
て
一
章
を
割
い
て
い
る
c

金
菌
的
な
研

究
動
向
に
つ
い
て
は
、
西
村
嘉
「
安
藤
昌
益
研
究
動
向
」
完
日
本
史
文
総
年
鑑
』

柏
饗
襲
、
開
明
日
付
〉
を
参
照
騒
い
た
い
。
最
近
の
本
県
の
研
究
と
し
て
は
、
謡
葉
克

夫
「
安
藤
島
益
と
棒
本
律
譲
」
ハ
『
鵠
史
研
究
h

俗
〉
が
い
在
慢
に
寵
す
る
。
こ
れ
は
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
問
問
益
の
著
作
を
数
多
く
W

秘
蔵
し
て
い
た
橋
本
需
蔵
に

つ
い
て
、
現
段
曙
で
の
事
実
整
理
を
行
な
い
、
従
来
に
な
い
視
角
か
ら
の
訴
究

で
あ
れ
ノ
興
味
課
い
。
主
お
、
町
八
戸
市
山
ご
通
史
編
ハ
詔
一
む
は
、
回
目
益
思
想
を

時
代
の
産
物
と
し
て
設
い
、

λ
戸
に
お
け
る
島
益
に
つ
い
て
略
述
し
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
諸
分
野
の
ほ
か
、
特
に
自
に
つ
い
た
幾
つ
か
の
冠
制
究
者
あ
げ

て
お
き
た
い
。
主
南
部
諸
域
之
研
究
ハ
草
稿
)

b

(

み
ち
の
く
双
事
持
、
話

出
〉
辻
、
接
関
藩
領
十
都
内
に
あ
る
一
一
八
六
の
域
に
つ
い
て
実
地
調
査
し
、
そ

の
築
城
上
の
講
涜
か
ら
役
割
に
一
議
る
ま
で
の
詳
細
な
分
析
。
見
『
津
軽
諸
域
の

研
究
(
草
稿
〉
』
(
詔
出
〉
は
そ
の
姉
妹
編
で
、
津
軽
地
方
に
お
け
る
一
五
一
の
撲

を
殺
っ
て
い
る
。
山
本
静
・
宮
城
一
男
「
佐
々
木
一
元
後
吟
地
学
金
書
b

の
研

究
」
〈
弘
前
大
学
教
養
部
吋
文
化
紀
要
恥
は
)
は
、
鶏
痕
接
積
で
有
名
な
津
職
議
蘭

援
佐
々
木
元
俊
の

J
聖
子
全
敢
闘
ゐ
の
分
析
に
よ
り
、
そ
の
地
学
史
上
に
お
け
る

位
憲
づ
け
と
意
義
を
さ
ぐ
っ
た
も
の
。
宮
崎
道
生
寸
前
新
井
出
荷
と
津
軽
史
」

令
国
史
研
究
ゐ
叩
〉
は
、
自
石
の
ア
ジ
ア
議
認
識
と
世
界
地
理
的
認
識
か
ら
、
エ

ミ
シ
、
田
村
麻
自
の
征
夷
等
の
・
古
代
史
考
惑
を
中
心
と
し
て
、
近
世
ま
で
の
捧

軽
史
に
つ
い
て
の
白
石
の
所
説
を
述
べ
て
い
る
。
史
料
関
係
で
辻
、
前
期
の
護

政
文
書
を
中
心
に
「
津
軽
蕃
々
政
文
書
編
年
語
録
」
の
作
成
を
通
じ
て
、
文
書

の
体
系
北
を
企
て
、
そ
の
竣
討
か
ち
、
津
軽
漉
々
政
文
書
の
特
徴
と
謂
溜
点
を

指
捕
し
た
、
長
谷
川
成
一
寸
捧
軽
藩
々
政
文
書
の
基
礎
的
研
究

H
L
〈
弘
前
大
学

人
文
学
部
主
人
極
論
議
』
出
282555i
〉
が
あ
り
、
お
の
ほ
か
、
篠
村
正
雄
に
は
ミ
藩
庁

日
記
』
と
略
的
事
帳
ら
に
つ
い
て
い
角
田
史
研
究
幅
制
-
m
w
)

が
あ
る
。

最
後
に
、
盛
開
藩
鎮
で
特
異
な
位
謹
在
占
め
る
下
北
半
島
の
研
究
動
舟
を
ま

と
め
て
お
く
。
こ
の
地
域
の
研
究
は
、
「
下
北
の
挫
史
と
文
化
を
語
る
余
い
に

よ
っ
て
精
力
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
ノ
、
近
世
史
研
究
で
は
、
「
出
稼
ぎ
史
」
と

「
海
運
史
い
が
主
な
桟
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
よ
出
稼
、
ぎ
史
」
研
究
で
は
、
鳴

海
鎗
太
郎
の
…
連
の
研
究
が
あ
る
。

J
山
か
せ
ぎ
の
鐙
史
l
下
北
半
島
民
衆
の

生
活

i
い
令
霊
史
地
理
教
育
』
出
可
「
出
稼
ぎ
下
北
の
受
業

i
L
Qえ
と
の
す
』

?
〉
、
「
下
北
出
か
せ
、
ぎ
史
考
L

(

『
う
と
う
』
泣
)
、
よ
蝦
夷
地
へ
の
出
稼
に
つ
い
て
」

〈
『
歴
史
半
特
』

6
i
9
〉
な
ど
。
こ
れ
ち
の
中
で
、
氏
は
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
出
稼
ぎ
を
幕
藩
制
下
に
お
ぜ
る
強
制
労
勢
力
の
…
環
と
し
て
留
置

づ
討
る
。
鳴
海
の
方
向
を
受
け
つ
い
だ
も
の
と
し
て
、
長
谷
川
後
行
勺
幕
藩
体

(
『
う
そ
り
』
お
)
は
、
出
稼
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ぎ
の
背
景
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
半
島
村
内
に
惹
起
さ
れ
た
余
剰
人
口
の

矛
鹿
解
消
策
と
し
て
余
儀
な
く
行
な
わ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
半
島
に
対
す

る
幕
滞
制
支
配
の
貫
徹
過
韓
で
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
副
灘
物
が
、
松
前
・
顕

夷
地
へ
の
出
縁
、
ぎ
で
あ
っ
た
と
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
出
掠
ぎ
者
が
下
北
半
島

に
、
丈
記
面
・
意
識
簡
は
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
開
題

も
今
後
の
課
題
と
し
て
議
婆
で
あ
る
。

次
に
「
海
運
史
L

研
究
で
あ
る
が
、
こ
の
方
面
で
も
鳴
海
の
一
連
の
研
究
が

告
に
つ
く
。
氏
の
著
想
は
、
下
北
人
の
生
活
基
盤
で
あ
る
識
か
ら
「
下
北
史
」

を
見
直
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
西
田
り
、
東
題
担
、
蝦
夷
地
問
り
の
接
点
で

あ
る
下
北
半
島
は
、
満
濃
史
上
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
柄
と
し
、

決
し
て
後
進
地
に
な
り
下
が
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
鳴
揚
句
下
北
の
謀
叩
壊
と

文
化
お
〈
北
方
新
社
、
詔
詑
〉
辻
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
新
知
見
を
加
え
た

も
の
で
、
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
鳴
海
を
主
宰
と
す
る
「
北

方
文
也
研
究
会
い
は
、
内
下
北
半
島
海
運
史
略
年
表
匂
〈
昭
日
〉
な
ど
の
匂
北
方

文
北
研
究
会
報
告
双
審
』
〈
既
刊
史
認
お

t)
を
判
持
し
て
い
る
。
今
後
の
着
実

な
成
果
の
思
議
に
期
待
し
た
い
。

近
現
代
本
県
の
近
現
代
史
研
究
は
、
明
治
前
期
ま
で
の
政
治
史
が
大
半
を

占
め
、
そ
れ
以
降
は
、
全
情
熱
レ
ベ
ル
で
、
持
政
機
関
や
諸
自
体
が
編
集
し
た
も

の
以
外
は
、
近
年
殆
ど
部
知
研
究
の
主
い
寂
し
い
状
況
に
島
る
。

ま
ず
、
函
館
戦
争
終
結
ま
で
の
維
新
動
乱
に
お
け
る
弘
前
議
の
動
向
を
詳
細

に
追
っ
た
も
の
に
、
桜
庭
秀
伎
の
一
連
の
研
究
、
「
奥
羽
離
列
器
開
盟
と
津
軽

藩
」
(
『
歴
史
手
村
b
s
i
3〉
、
「
籍
掠
戦
争
と
弘
前
審
」
(
可
国
史
研
発

h
m
?
印〉

が
あ
る
。
松
是
正
人
平
胤
北
に
お
け
る
維
新
変
革
の
一
形
態
」
令
地
方
史
研
究
』

郎
〉
は
、
そ
の
後
の
弘
前
議
々
政
改
革
の
過
程
を
蒋
捺
し
た
も
の
で
、
維
新
設

府
に
よ
る
地
方
行
政
策
の
実
証
的
研
究
で
為
る
。

一
方
、
感
陶
器
は
藩
領
を
没
収
さ
れ
、
提
薄
置
県
ま
で
の
二
年
間
、
経
め
て

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
期
の
地
方
行
款
の
接
関

過
程
の
分
析
と
整
理
、
及
が
設
締
滞
の
対
志
か
ら
維
新
政
府
の
地
方
行
政
策
ま

検
討
し
た
も
の
に
、
一
一
一
誇
忠
司
の
一
鴻
の
研
究
、
「
旧
甫
部
鎮
に
お
け
る
明
治

初
期
の
地
方
行
政
制
捜
L
2
う
と
う
』
出
可
「
呉
羽
諸
藩
の
動
向
と
没
収
地
殻
諦

濃
の
考
察
」
(
『
青
森
謀
立
三
本
木
高
等
学
校
誌
片
昭
日
刊
「
弘
前
藩
の
南
部
領
取
締

の
経
緯
L
q国
史
研
究
弘
前
〉
が
あ
る
。
同
様
の
研
究
に
、
石
崎
宜
撞
に
よ
る

「
再
び
斗
南
議
成
立
を
め
ぐ
っ
て

L
q秋
岡
法
律
学
』
3
可
コ
苅
一
一
一
一
戸
果
に
つ
い

て
考
察
す
る
L

ハ間
4
〉
な
ど
が
あ
る
が
、
氏
は
こ
れ
ら
諸
研
究
を
全
県
的
に
拡

大
し
て
、
弓
近
代
化
の
な
か
の
青
森
県
』
〈
誇
較
滋
胸
躍
、
昭
U
A
)

を
上
梓
し
た
。
こ

れ
は
、
青
森
県
成
立
以
前
の
七
県
の
成
立
通
粧
を
、
ま
た
青
森
県
発
足
後
拭
都

区
昨
村
一
端
成
法
発
布
に
至
る
ま
で
の
行
政
制
度
の
変
還
を
追
っ
た
も
の
で
、
史

料
を
駆
使
し
て
き
め
結
か
く
跡
e

つ
け
た
労
作
で
あ
る
。
こ
の
間
の
農
民
の
動
き

を
譲
っ
た
も
の
じ
、
盛
田
稔
「
明
治
一
一
一
年
七
戸
通
百
姓
一
挟
に
つ
い
て
い
匂
青

森
県
ー
そ
の
歴
史
と
経
詩

b
が
あ
り
d

、
そ
の
黒
田
を
七
戸
藩
の
成
立
に
求
め
て

い
る
。
ま
た
、
出
土
族
の
動
出
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
康
問
「
出
弘
前
藩
士
の
授

産
事
業
い
〈
吋
援
史
手
帖
』
5
1
3
〉
が
あ
る
。

思
想
史
関
係
で
は
、
弘
前
士
族
の
キ
ヲ
ス
ト
教
受
容
過
程
と
、
彼
ら
が
「
土

着
型
」
の
教
会
合
形
成
し
え
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
、
需
部
一
興
「
明
捨
前

期
じ
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
受
務
の
一
考
察

L
q日
本
鐙
史
品
部
〉
、
反
民
議
選
動

を
接
関
す
る
国
土
族
層
の
思
想
的
系
譜
に
つ
い
て
論
及
し
た
、
松
尾
正
人
「
明

治
前
期
に
お
け
る
弘
前
藩
土
族
の
動
向

L
q近
代
臼
本
形
成
過
殺
の
研
究
h

雄
山
問
、

昭
出
〉
、
青
森
大
同
派
の
「
第
二
維
新
」
論
・
「
東
北
人
士
論
」
の
流
れ
を
跡
づ

け
な
が
ら
、
そ
れ
ら
思
想
の
地
域
性
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
、
一
何
百
英
通
寸
間
的
治

地
方
政
治
思
想
に
お
け
る
地
域
性
L
2国
史
研
究
』

ωw
・
mm
〉
・
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
話
回
哲
「
明
治
一
三
年
初
の
青
森
熱
情
」
(
同
日
〉
は
、
宮
内
省
御
舟
掛
詑

々
木
高
行
の
奥
羽
巡
視
の
際
の
『
英
語
詑
行
い

2
現
金
書
与
を
素
材
位
、
地
方

の
動
向
へ
の
政
底
的
の
対
策
や
、
佐
々
木
の
奥
羽
巡
裂
の
政
治
的
意
義
を
さ
ぐ
っ

い
論
議
で
あ
る
。
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で
、
こ
の
分
野

た
。
向
様
に
、
青
森
県
議
会
史
縞
纂
委
員
会
弓
青
森

ハ
既
刊
6
巻
、
諮
mwt〉
は
、
各
年
度
の
臨
時
・
通
常
黒
会
の
議
事
録

の
ほ
か
、
各
政
党
の
支
部
会
の
討
議
・
内
容
な
ど
も
含
み
、
本
果
の
近
現
代
史

研
究
に
は
欠
か
せ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
労
農
運
動
の
推
移
'

起
伏
を
資
料
を
中
心
に
客
麓
的
に
譲
っ
た
、
青
森
県
民
生
労
働
部
労
設
課
編

『
青
森
県
労
働
運
動
史
』
ハ
読
者
4
巻
、
昭
品
、
t
)、
戊
辰
戦
争
か
ら
溝
邦
富
成
立

ま
で
の
本
県
の
清
勢
を
、
日
本
政
府
の
流
れ
の
中
で
、

し
た
、
小
野
久
一
一
了
間
地
埼
竹
田
部

昭川
w
・
円
引
・
日
〉
の
ほ
か
、

史
b

る。一

設

浴

・

宗

教

史

県

教

委

〈

緊

愈

民

Mm
資
料
調
査
報
告

書
、
昭
印
〉
は
、
県
内
一
一
ム
ハ
一
込
を
選
定
し
、
衣
食
住
ほ
か
五
類
五
九
項
自
に
つ

い
て
民
部
資
料
の
分
布
を
地
図
化
し
た
も
の
。
間
匂
青
森
県
の
近
世
社
寺
』
〈
青

森
県
近
世
社
寺
建
築
緊
急
調
査
報
告
書
、
話
一
さ
は
、
保
存
の
た
め
の
基
礎
資
料
坂

集
を
企
図
し
た
も
の
で
、
二
五

O
榛
余
の
隷
密
な
諒
査
。
県
立
郷
土
留
弓
青
森

県
民
信
資
料
図
録
b

(

既
刊
五
集
、
昭
錦
、
t
〉
で
は
、
民
具
・
漁
具
・
民
間
信
仰
・

出
犠
飛
具
・
農
具
に
つ
い
て
、
豊
富
に
写
真
を
揚
載
し
て
説
明
を
加
え
、
ま
た

罰
舘
で
辻
、
「
雪
国
の
民
俗
」
と
い
う
テ

i
マ
の
も
と
に
、
冬
期
聞
に
お
け
る

民
保
鵠
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
句
青
森
県
立
郷
土
館
報
l
b
ハ
滞
轄
地

誌
、
昭
掛
川
匂
…

A

伴
報
1
・
2
ら
ハ
下
北
・
鞍
部
地
眠
、
昭
印
・
日
〉
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
守
勢
の
動
き
も
活
発
で
あ
る
が
、
特
民
、
八
一
戸
市
教
委

上
下
公
文
化
財
シ
ヲ
i
ズ〉

mm-m〉
は
、
高
校
生
に
よ
る

た
も
の
で
、

七
じ
さ
せ
る
。

こ
の
ほ
か
、
鶴
器
研
究
報
告
も
多
い
。
民
借
関
mm
で
は
、
第
軽
・
高
部
・
下

北
コ
一
地
区
の
類
似
と
特
色
を
書
き
分
け
な
が
ら
、
本
県
の
民
搭
を
概
説
し
た
、

森
山
泰
太
郎
司
日
本
の
民
浴
i
青
森
i
』
〈
第
一
法
規
、
昭
訂
)
が
あ
る
。
船
木
清

『
津
軽
の
祭
り
と
行
事
』
(
北
方
新
社
、
昭
日
)
は
、
津
軽
の
祭

p
や
行
事
を
月
毎

に
要
領
よ
く
分
類
し
た
も
の
。
下
北
の
歴
史
と
文
化
を
語
る
会
議
弓
下
北
半
島

訟
の
歴
史
と
畏
得
b

〈
伝
統
と
現
代
社
、
昭
泣
〉
は
、
下
北
の
畏
俗
を
、
主
に
接
待
・

承
・
芸
能
の
面
か
ら
冊
一
日
及
し
た
。
森
山
「
カ
セ
ギ
ド
リ
考
」
匂
脊
謀
総
m
iそ
の
窪

史
と
経
済
l
b
は
、
カ
セ
ギ
ド
リ
を
H

小
正
月
の
訪
問
者
μ

の
一
類
と
し
て
、

そ
の
時
識
や
行
事
の
内
窓
を
検
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
膿
史
学

ι間
引
き
つ
け
た

も
の
で
は
、
衣
料
品
か
ら
下
北
海
還
の
動
向
配
さ
ぐ
っ
た
、
鳴
調
嬢
太
部
「
下

北
山
ナ
島
に
お
け
る
衣
ハ
思
搭
〉
生
活
の
史
的
展
開
」
〈
町
う
そ
り
M
U
〉
、
廼
船
路

展
の
年
中
行
事
か
ら
、
そ
の
営
業
の
一
新
留
を
淳
き
彫
り
に
し
た
、
永
峰
文
男

「
廻
船
問
屋
の
家
内
行
事
立
つ
い
て
」
〈
町
東
奥
文
信
h

川
崎
〉
、
武
家
の
暮
し
の
中

に
農
民
的
生
活
感
覚
を
見
い
出
し
、
年
中
行
事
の
も
つ
社
会
性
に
つ
い
て
論
及

し
た
、
森
山
「
津
軽
藩
・
武
家
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
」
(
『
歴
史
手
帖
』
5
i
3
〉

が
あ
る
。
な
お
、
『
自
本
民
信
誌
大
系
ロ
』
(
角
川
書
居
、
昭
日
)
に
は
、
本
県
畏

搭
に
関
す
る
多
く
の
論
稿
が
絞
め
ら
れ
て
い
る
。

信
押
・
宗
教
史
の
分
野
で
は
、
小
舘
衷
一
ニ
の
仕
事
が
見
逃
が
せ
な
い
。
地
方

文
信
に
中
央
の
光
を
当
て
な
が
ら
、
畏
関
一
一
活
仰
を
系
統
・
分
類
化
し
た
点
で

人
化
;
ム
ロ
密
の
布
教
と
の
関
連
の
中
で
、
お

♂
総
本
山
凶
器
仰
史
』
ハ
北
方
新
社
、
昭
印
〉
、
ま

〈
如
、
認
…
M
〉
品
、
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た
ゥ
水
地
内
・

器

的

急

調

査

に

よ

っ

て

、

宏

明

ら

か

に

し

た

。

持
寸
捧
軽
水
川
匂
悶
史
研
究
b

M

W

-

部

〉

叫

い

た

い

。

さ

ら

に

こ

れ

ら

の

成

果

は

、

(

教

育

社

、

昭

話

〉

に

お

い

で

涜

み

易

く

一

丹



構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
信
仰
の
実
態
に
迫
っ
た
も
の
に
、
江
田
絹
子
『
津

軽
の
お
が
さ
ま
た
ち
』
(
北
方
新
社
、
昭
臼
)
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
個
別
事
例
を

扱
っ
た
論
稿
も
多
く
、
盛
田
稔
『
南
部
小
絵
馬
』
(
青
森
大
学
出
版
局
、
昭
品
)
、
肴

倉
弥
八
「
津
軽
に
お
け
る
浄
土
宗
に
つ
い
て
」
上
下
(
『
う
と
う
』
剖
・
位
)
、
建
部

ふ
み
「
青
森
の
祇
園
様
」
(
同
副
)
、
同
「
青
森
の
金
毘
羅
様
」
(
岡
山
山
)
、
鳴
海
健

太
郎
「
航
海
守
護
の
信
仰
恥
岡
山
田
)
な
ど
が
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
昭
和
五
十
年
よ
り
今
年
に
至
る
本
県
の
研
究
を
回
顧
し
各
問
題
点
を

指
摘
し
た
。
従
来
、
本
県
の
地
方
史
研
究
は
、
中
央
学
界
の
研
究
動
向
を
吸
収

す
る
こ
と
な
く
、
個
別
研
究
に
終
始
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。
今
日

で
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
新
し
い
研
究
の
方
向
も
芽
ば
え
、
実
績
も
あ
る
程
度

蓄
積
し
て
き
で
は
い
る
も
の
の
、
全
体
を
鑑
み
た
場
合
、
研
究
内
容
に
著
し
い

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
生
じ
て
お
り
、
し
か
も
明
確
に
し
え
て
い
な
い
事
象
が
多
す

ぎ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
空
隙
を
埋
め
る
に
は
、
各
研

究
が
そ
の
地
域
・
関
心
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
現
代
的
課
題
や
問
題
関

心
に
い
た
ず
ら
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
実
証
的
な
史
実
の
解
明
に

全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ
う
。
極
め
て
常
識
的
な
指
摘
に
過
ぎ
な

い
が
、
本
県
地
方
史
研
究
の
最
も
基
本
的
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

付
記
本
稿
を
草
す
る
に
際
し
、
田
名
部
高
校
大
畑
分
校
教
諭
滝
本
寿
史
氏
に
近
世
J

民
俗
・
宗
教
史
の
分
野
の
協
力
を
願
っ
た
。
成
稿
に
当
り
、
紙
数
の
関
係
上
、
長
谷
川

が
大
幅
な
修
正
と
加
筆
を
し
た
の
で
、
全
て
の
文
責
は
長
谷
川
に
あ
る
こ
と
を
明
記
し

て
お
く
。
な
お
、
本
文
中
で
は
敬
称
は
一
切
省
略
さ
せ
て
頂
い
た
。(
弘
前
大
学
助
教
授
)
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